
プラスチックごみゼロシンポジウムの開催について 

 

令和２年 11 月 19 日 

広 域 環 境 保 全 局 

プラスチック対策検討会 

 

1．目的 

プラスチックごみについての現状・課題を周知し、問題意識を醸成するとともに、これ

らの取組についての情報提供をプラットフォームも活用して行うことで、事業者、団体、

住民等による実践行動を促すことを目的とする。 
また、今年度より発足したプラスチック対策検討会が行っている調査（プラスチック代

替品の普及可能性調査とプラスチックごみ散乱状況の把握手法等調査）内容の情報共有を

行うことにより、関西広域のプラスチックごみ削減を目指す。 
 
2．開催日時・会場 

日 時：令和２年 12 月 24 日（木）13:30～16:30 

会 場：グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場）会議室 1003 

 
3．参加対象者・参加費用 

参加対象者：事業者、団体、行政関係者および住民 

会場 150 名（＋Zoom によるオンライン配信） 

参加費用：無料 

 
4．内容（予定） 

13:30 〇あいさつ 

13:40 

〇基調講演 

 「未来のために知っておきたい、海とプラスチックの話」 

大阪商業大学 准教授 原田 禎夫 氏 

14:50 

〇事業者等が行うプラスチックごみ削減に関する先進事例の報告 

事例１：「リユース食器の活用でごみゼロ大作戦！」 

NPO 法人地域環境デザイン研究所 ecotone 代表理事 太田航平 

事例２：「『脱使い捨て』に向けた給水スポットの拡大」 

水 Do!ネットワーク 事務局長 瀬口亮子 

15:50 

〇プラスチック対策検討会の調査事業報告 

「令和２年度プラスチック代替品の普及可能性調査およびプラスチックごみ散乱 

状況の把握手法等調査事業について」 

   関西広域連合プラスチック対策検討会 企画参事 小林正興 

16:10 〇プラスチックごみ削減に係る提案および啓発ポスター図案の受賞者の表彰式 

16:25 〇閉会 

 

5．申込方法 

申 込 先：NPO 法人エコネット近畿事務局 

（FAX：06-6949-8288、E-mail：jimukyoku@econetkinki.org） 

申込方法：専用フォーム、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかで 12 月 21 日（月）まで 

資料８

mailto:jimukyoku@econetkinki.org


 



プ ラ ス チ ッ ク ご み ゼ ロ

シ ン ポ ジ ウ ム
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家庭、 事業所から 出るプラ スチッ ク ごみを削減するための取り 組みをお伝えし ます！

2 0 2 0

TH U

会場にマイ ボト ル用の

給水機を 設置し ています！

マイ ボト ルをご持参

く ださ い！

グラ ンキュ ーブ大阪 （ 大阪府立国際会議場）会議室1003
大阪市北区中之島5-3-51

13 :30　    16 :30  （ 13 :00開場予定）

『 未来のために知っ ておきたい、

海と プラ スチッ ク の話』
大阪商業大学公共学部公共学科  准教授 原田 禎夫

『 リ ユース食器の活用でごみゼロ大作戦！』
N PO法人地域環境デザイ ン研究所ecoton e 代表理事 太田 航平

『「 脱使い捨て」に向けた給水スポッ ト の拡大』
水Do !  ネッ ト ワーク   事務局長 瀬口 亮子

事例
紹介

時間

場所

報告

基調
講演

『 関西広域連合プラ スチッ ク

対策検討会の調査事業』

関 西 広 域 連 合主 催

※会場、 オン ラ イ ン どち ら でも 参加可能。

入場無料
定員15 0名

※新型コ ロ ナウイ ルスの感染拡大状況によ っ ては、 オン ラ イ ン のみの開催になる 場合がございます。



『 未来のために知っ ておき たい、 海と プラ スチッ ク の話』
大阪商業大学公共学部公共学科  准教授  原田 禎夫

　 1975年京都府生まれ。 現在、 大阪商業大学公共学部准教授。 近年深刻な問題と なっ て

いる海や川のプラ スチッ ク 汚染について、 内陸部から のごみの発生抑制の観点から 取り 組

むN PO法人プロ ジェ ク ト 保津川代表理事。 研究と 実践を さ れている 原田先生から 、 河川

の環境保全活動と プラ スチッ ク ごみの関係と と も に、 使い捨てプラ スチッ ク に頼ら ないラ

イ フ スタ イ ルの転換など、 家庭における プラ スチッ ク ごみ削減の取組について話し ていた

だき ます。

▼ 基調講演
▼ 事例紹介

▼ 参加申込方法

オ ン ラ イ ン で 視 聴 さ れ る 場 合（ Z o o m ） の 参 加 方 法 、 注 意 事 項

　 1980年東京都大田区生まれ。「 環境×メ ディ ア×アート 」

を コ ン セプト に、 持続可能な地域社会をデザイ ン する こ と

を 目的と し て 設立さ れた「 N PO地域環境デザイ ン 研究所

ecoton e」代表理事。 主な活動のひと つと し て展開する「 リ

ユース 食器を 活用し た環境対策」は全国に広がり 、「 平成

19年度容器包装3R推進環境大臣賞最優秀賞」を受賞。また、

祇園祭、 天神祭でも リ ユース食器を活用し たごみゼロ大作

戦を展開。

　 令和2年度プラ スチッ ク 代替品の普及可能性調査及びプラ スチッ ク ごみ散乱状況の把握手法等調査事業の報告

◎申し 込み締め切り 後に当日の参加方法をメ ールでお知ら せし ます。（ ミ ーティ ングID、 パスワード ）

◎パソコン、タブレット 、スマホなどインタ ーネット でつながれる環境でご参加く ださい。

◎お使いの端末やブラウザのバージョ ンによっては、ご視聴できない場合があります。

◎視聴にかかる通信費などは視聴する方の負担と なり ます。

◎新型コ ロナウイ ルス感染症拡大の状況に応じ てオンラ イ ンのみの開催に変更と なる場合がございます。 その場合、 12月21日( 月) までにご連

絡さ せていただき ます。

参加ご希望の方は右記内容を 明記の上、 専

用フ ォ ーム、 FAX、 Eメ ールのいずれかで

お申し 込みく ださ い。

■申込み／問合せ先

N PO 法人 エコ ネッ ト 近畿 事務局

TEL ： 06-6881-1133

FAX： 06-6949-8288

E-m ai l： j im u kyoku@ econetk in k i .o rg

・ お名前( ふり がな)

・ 所属（ 会社名・ 団体名・ 部署）

・ 参加方法　 □会場参加　 □オンラ イ ン

・ TEL

・ FAX

・ E-m ai l

※オン ラ イ ン 参加の場合はE-m ai lを 必ずお書き く ださ い。

※ご記入いただいた情報は、 本シン ポジウムに関する 主催団体から の各種連絡・ 情報提供に

利用さ せていただき ます。

●主催／関西広域連合　 ●運営協力／象印マホービン株式会社

●問合せ先／N PO法人エコ ネッ ト 近畿　 TEL： 06-6881-1133 　 FAX： 06-6949-8288　 E-m ail： j im ukyoku@ econetk in k i .org

　 水D o!  ネッ ト ワーク 事務局長、 N PO法人環境市民理事・

研究員、 環境カ ウン セラ ー。 主に廃棄物・ 3Rおよ び気候

変動・ エネルギーの分野において、 国内外の法制度や取り

組み事例の調査研究、 提言活動を行う と と も に、 環境のま

ちづく り に向けた市民・ 行政・ 事業者間の連携コ ーディ ネー

ト を 手がける。 東京都武蔵野市出身。 早稲田大学大学院法

学研究科修了。 著書『「 脱使い捨て」でいこ う ！ 世界で、 日

本で、始まっ ている社会のし く みづく り 』（ 彩流社・ 2019年）

N PO法人地域環境デザイ ン

研究所ecotone   代表理事

太田 航平

水D o!  ネッ ト ワーク   事務局長

瀬口 亮子

12月21日( 月) 締切

▼ 報告

『 リ ユース食器の活用で

ごみゼロ大作戦！』

『 関西広域連合プラ スチッ ク 対策検討会の調査事業』

『「 脱使い捨て」に向けた

給水スポッ ト の拡大』

専用フ ォ ームは
こ ち ら

mailto:jimukyoku@econetkinki.org
mailto:jimukyoku@econetkinki.org

